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制度の対応
インボイス制度（請求書発行）への対応

令和5年10月1日から、複数税率に対応した消費税の仕入税額控除の方式として適格請求
書等保存方式（いわゆるインボイス制度）が導入されます。
売り手側（インボイスを発行する側）は現行の請求書の記載事項に加え、事業者登録番
号や税率ごとの消費税額を記載しなければならないことから、インボイスとする請求
書・納品書等の様式を変更する必要があります。また、交付したインボイスの写しを保
存しておく必要もあります。
なお、インボイスを発行するためには「適格請求書発行事業者」になる必要があります。

インボイス制度とは︖

＜適格請求書（インボイス）の記載事項＞
下線の項目が、「区分記載請求書」の記載事項に追加される事項です。

適格請求書発行事業者の氏名または名称及び登録番号
取引年月日
取引内容（軽減税率の対象品目である場合はその旨）
税率ごとに区分して合計した対価の額（税抜きまたは税込み）
および適用税率
税率ごとに区分した消費税額等
書類の交付を受ける事業者の氏名または名称

出典︓国税庁「適格請求書等保存方式の概要－インボイス制度の理解のために－」を加工して作成
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R4.4.1 R5.10.1〜〜R5.3.31（例）

３月決算企業における実務対応

自社発行請求書の記載事項
ならびに計算式の確認

インボイスとする書類決定
および得意先へ通知

取引先に適格請求書発行事業者登録の意向
や登録状況を確認

請求システムの
改修等

インボイスの保存
会計ソフトへ入力

適格請求書発行事業者の
登録申請書提出

単なる制度改正対応に終わらせることなく、これをきっかけにデジタル化やシステム化
を進めることで経理業務全体の効率化と生産性向上につながります。

適格請求書発行事業者の登録後は、「自社発行の請求書等のインボイス対応」「取引先
発行のインボイスの受け取り対応」を進めていく必要があります。

インボイス制度（請求書発行）への対応
制度の対応

発
行
の
対
応

受
取
の
対
応
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インボイス制度への対応には時間を要します
インボイス制度への対応はやるべきことが多く、取引先や営業部門も巻き込んでの対応
となり、システム改修などに時間がかかることが想定されます。
そのため令和5年10月に迫るインボイス制度への対応に、今すぐ着手しましょう。

自社が現在発行している請求書を整理・見直します
✓ 取引先に発行している書類を収集
✓ 書類の様式、消費税額計算を確認
✓ インボイスとする書類を確定
✓ 必要な項目を追加・不要な項目を削除するために
✓ 現状のシステムでインボイスに対応できるか検討する

インボイスに対応、かつ業務効率化を実現できるシステムを利用する
✓ インボイスに完全対応 はもちろん
✓ 見積書・納品書・請求書をかんたん作成
✓ 請求・入金仕訳データは会計に連動
✓ 売掛金回収管理も実現できる

まずは
ここから

おすすめ
です

インボイス制度（請求書発行）への対応
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FXクラウドシリーズ（販売管理機能）の活用で、見積から売上・請求・入金まで、
販売に関する一連の業務を管理して、事務負担を軽減できます。

※FXクラウドシリーズへの販売管理の搭載時期は下記のとおりです。
FXまいスタークラウド︓令和4年6月，FX2クラウド︓令和4年10月

FXクラウドシリーズで事務負担を軽減
インボイス制度（請求書発行）への対応

見 積

売 上

請 求

入 金・消 込

元 帳・月 報

業務フロー
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インボイス対応を支援するFXクラウドシリーズ
インボイス制度（請求書発行）への対応

04 05 06

適格請求書保存方式
（インボイス※）に対応

※令和4年10月対応予定

030201

銀行信販データを受信し、手間の
かかる消込作業を省力化

売上伝票から納品書、請求書を
自動作成

得意先との取引で発行している
書類で適格請求書の対応が可能

売上伝票、入金伝票の作成と
同時に仕訳を自動計上

法令改正への迅速な対応・
電子帳簿保存法にも完全対応

発行済みの請求書毎の回収状況や
滞留債権の滞留年齢等も確認可能

見積書・納品書・請求書
をカンタンに作成

煩雑な入金消しこみ作業
を省力化

請求データ・入金データ
がそのまま会計に反映

充実した
売掛金回収管理機能

法令に完全準拠した
完全なデータを作成

FXクラウドシリーズは、会計も請求も一体になったシステムです。インボイス制度に
も対応します。販売管理機能には以下の特長があります。


